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笑顔でくらせる未来のために
すべての人が安心・安全に

Aグループ
◇ 公共施設のワンストップ化＆ワンフロア化

◇ 多世代交流の場

◇ 昔遊びを教えてもらえる場

＜アート＞＜創作＞＜音楽＞

◇ 音楽活動・創作活動ができる場所

◇ 調理スペース

◇ 生涯学習、社会教育の場

◇ イベント会場、ギャラリースペース

交流の場

発表

◇ 避難場所のキャパシティを十分に確保する

◇ 暑さや寒さを気にせず安心して避難できる場所

◇ 道路の整備をする

安全・安心

◇ 農業を学ぶ ⇒ ◇ 市民農園を整備

学ぶ⇒つくる

◇ 子育て世代が住みたくなる地域にしたい

・ 子育て相談、交流ができる場所

・ 子どもが安心して遊べる芝生広場

・ 大人と子どもの交流場所

◇ マルシェやフリーマーケットができる場所

◇ 森や木々のある広場

◇ ミニ動物園を整備

◇ コミセンの移転と機能の充実

◇ 安価で使用しやすい集会室の整備

いこいの場

～新しい価値づくり、ソーシャルイノベーション～

◇ 跡地活用へ民間企業にも参入してもらう

・ 飲食店の整備

・ 商業施設

・ 地域特産品の販売所（道の駅）

・ 施設整備の資金の調達

◇ 地域の中で日用品などを購入できるように

◇ 若者が働く場の創出

民間活用

効果

＜遊び場＞

◇ 子どもの遊び場の確保

◇ 森や池のある遊園地を整備

◇ アスレチックを整備

＜スポーツ＞

◇ スポーツのできる場所を確保する

・ 体育館（屋内）、広場や公園（屋外）

・ 球技

・ グラウンドゴルフ

・ スケートボード

広場



課題解決のためのアイデア Ｂグループ

＜交通＞
・ 路線バス、コミュニティバス、乗合いタクシー等の検討
・ 踏切の改善
・ 休憩用ベンチの設置
・ 自転車レーンの整備

＜安全＞
・ 交差点の交通安全性を向上
・ 街灯を増やす
・ 踏切の改善
・ 通学路をなるべく一方通行にする
・ 歩行者、自転車、車が通行しやすい道路整備

＜避難＞
・ 避難場所の確保
・ 普段使いできる避難場所を整備
・ 乳幼児や高齢者らもくつろげる二次避難場所の整備
・ 災害対策のための備蓄を実施

＜コミュニティ＞
・ 北、南、西のみんなが遊べる場所を整備
・ 高齢者の憩いの場の整備
・ ボランティア活動の場や拠点を公共で用意
・ 自由に使える運動器具の整備
（バスケットゴールや壁打ち用設備など）

・ 小学校卒業制作品を保管、展示
・ タイムカプセルの開封式典を実施

＜道＞
・ 側溝の点検を強化
・ 側溝に蓋をする
・ バリアフリー化
（車イス、ベビーカー、押し車でも通行しやすく）

＜遊び場・居場所＞
・ 乳幼児から高齢者までが集い、ゆったりと過ごせる場の整備
・ 遊び方などを教え合える多世代交流の場の整備
・ 高齢者が培ってきた技術や技能を活かして、
他の世代と交流できる場（おもちゃ制作・修理センターなど）

・ 子どもの成長に合わせた、遊び場、居場所の整備
・ 子ども達が思い切り遊べる場所（ボール遊びなど）の整備
・ スケートボードができる場所の整備
・ 高齢者のスポーツ活動の場（グラウンドゴルフなど）を整備
・ 学生の勉強スペース（自習・ボランティアなどの指導）を作る
・ 部活終了後に、買い食いできるお店を整備

＜公共施設＞
・ 市職員や専門家に相談できる場所の整備
・ 気軽に相談できる場（カフェ機能の併設などで）の整備
・ 地域クラブが活動できる場所の整備

＜公共施設＞
・ アクセス手段の整備

＜避難＞
・ ブロック壁の点検
・ ブロック壁から植栽などに変更する

＜コミュニティ＞
・ 町内会の活性化（広報手段の改善など）

跡地活用の中で検討できるアイデア 跡地活用以外の場所で検討できるアイデア

＜商店＞
・ 買い物の不便さを解消できるような店舗の展開
・ 駅前は小売店と住宅が混ざって面白い

＜商店＞
・ 出店用スペース（チャレンジショップなど）の整備
・ 孤食を防止するための食堂の整備
・ 住宅地内にもコンビニを整備


